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設立年（西暦）       2015 年 

主な活動 
・ブラインドサッカー（視覚障がい者サッカー）練習、試合の参加 
・ブラインドサッカーの体験会、イベントを通じた障がい者理解の普及 

活動の対象者 
・チーム所属選手、チームスタッフ及びサポーター 
・体験会、イベント等参加者 
 

助成活動名 ブラインドサッカー協会主催の公式戦参加 

助成額 450,000 円 

実施内容 

目的 

ブラインドサッカー協会主催の試合に参加し、日頃の練習の成果発揮。特に若
年層、障がいをもつメンバーが生きがいとしているスポーツ活動の継続。 
 
 

内容 

日本ブラインドサッカー協会開催の下記大会の交通費の一部負担。 
〇日本ブラインドサッカー全国大会（アクサブライブカップ） 

日時：2019 年 6月 1 日、2 日 
開催場所：東京都品川小中学校（東京都品川） 
参加者：18名（障がい者８名、健常者 10名） 
費用：岡山⇔東京（JR、新幹線自由） 
   合計 481,960 円 
    障がい者/22,120 円×8名＝176,960 円 
    健常者/30,500 円×10名＝305,000 円 

成果 

〇第一日目（6 月 1 日） 
 Vs LEOSTYLE 北九州      ０－６ 
 Vs ラッキーストライカーズ福岡  ０－１５ 
〇第二日目（6 月 2 日） 
 Vs free bird mejirodai        ０－１４ 
 Vs Mix Sense 名古屋      ０－１ 
目標を「公式戦初得点、初勝利」と掲げ大会に臨んだが、いずれも未達となっ
た。 

今後の課題と対
応策 

まだまだ実力差は大きく、基本的な力の差を感じた。 
最終戦の名古屋戦では、接戦となったが、最後のところでの踏ん張りが足りず目標の達成
が叶わなかった。 
（課題） 
・選手各人の基礎能力の向上 
・選手層の強化 
（対応） 
・基礎練習の徹底 
・チーム戦術の強化 

http://okayama-devilbusters.spo-sta.com/


・実践の経験不足を補うため練習試合 
・広報活動強化による選手発掘、加入の促進 

参加者・利用者
の感想など 

「力不足を感じた。もっともっと練習しなければならない。」 
「試合になると緊張して普段のプレーができなかった。」 
「悔しい。もっとできると思っていたが、本番と練習は大きく違った。」 
「名古屋戦にかけていた。初勝利が狙るところまで来ている。」 
「個人練習を強化しなければならない。」 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


